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菓文読解指導の二考察

H1roch1ka　OUE

大．　　上I 寛　　　　親

ON　DEVELOPING　READING　ABILITY　IN　ENGLISH

　　　　　　　は　じ　め　に

　読解という知的作業を行なうためには，語い

カ，文法カなどが必要であることは論を待たな

い。多くの教室において，単語，熟語，文構造

の解剖，和訳といったようなことに重点を置い

て読解指導がなされている。また1申学校の段

階では，非常な流行をみた文型練習に必要以上

と思われる程の時間を注入している場合も多

い。これらのことは適切に扱うなら事読解のみ

でなぐ，3領域（4技能）’全体の熟達に役立つ

ものである。しかし，語い，文法，文型の指導

だけでは真の読解能カを養成するのに足りない

ものがあるように思える。この小論では、読解

指導に焦点を合せて，従来の指導法でややも

すると忘れられていた点について考え，また

JSBrunerの‘‘TheProcessofEd．ucat1on”

が出版されて以釆ブームを招来した構造化理論

の適用の一試案を示そうとしたものである。教

育課程の構造化という大きな仕事は広い領域に

わたる専門家の頭脳を必要とするものである

がタ以下述べることは構造化の理論を英文の読

解という1つの小さな領域に当てはめて考えた

ものであり，また幾多の間題点も未解決のまま
　　　　　　　　　　　　　　①
である。自然科学の分野では，既に構造化の具

体的な仕事に着手しているが，人文科学では，

その性質上大きな困難があるため，立ちおくれ

ている現状である。しかし，今や教育改革とい

うことは世界的になり，わが国もその例外では
　　②
ない。英語教育では最近の構造言語学の発達

で，教材や教壕法も改革されては来た汎構造

化という点で律まだ暗申模索と言えるかも知れ

ない。どの程度に構造化されるかということも

想像の域を脱してはいない。しかし，いくら困

難な仕事とはいえ，とにかく着手しなければそ

の目的は達成できない。この意味で，英文読解

という狭い領域ではあるが，構造化ということ

を考えてみるのも無駄ではないであろうし，更

に一歩一歩他の領域へその手を伸ばす階段にも

なるであろう。

　　　　　　読　　解　　と　　は

　日本語の「読解」ということばは単にreadmg

という語だけでは表わせない。読解とは文字通

り解釈すれば，「読み解くこと」である。「読

む」とは文字記号を元の音声に還元する活動で

あるカミ，必ずしも音声を発する必要はない。聴

覚像として捕えることだけにとどめてもさしつ

かえない。「解く」Iとは音声叉は聴覚像からあ

る概念を生じることである。したがって，do6

という文宇記号から〔dつg〕という音声叉は聴

覚像を得て，「犬」という概念を心に浮べるこ

とも読解の一種である。しかし㍉ここで間劉千

するのは，単なる語や文ではな．く多文亭と呼ば

れるものの読解である。文章とは複数の文が何

の統率もなく集合したものではない。それは書

く人の心の申に，あるテーマが生じ，それを成

①例えば，物理学ではPSSC，（物理学研究委員会），

　数学ではSMSG（学校数学研究グループ），UICSM

　（イリノイ大学学校数学委員会）タ生物学では
BSCS（生物科学教育課程研究会）など。

②　1965年11月1日に教育改革研究大阪会議が結成
　され，1966年9月に明治図書カ；ら「未釆からの挑

　戦と教育の現代化」と題する申間報告、及び1967

年9月に「教育改革への提言」という最終報告が
　出されてい一る。
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英文 読解指導の

長させ発展させて完成し，文字記号として表現

したものだと言える。「読解」≒はこの過程を

逆にたどることである。すなわち追体験するこ

とである。

　FLB111owsはBaconの‘‘OfStud1es”と

いうessayにあるreadmgに関する部分を要
　　　　　　　　　　　　　　　⑧
約して，次の4つに分類している。

　1．　Leisure1y1ight　reading

　2．　｛a〕Rap1d．scannmg　as　when　searchmg

　　　　a　newspaper　for　the1atest　news

　　　lbi　Rap1d－scannmg　to　g1ean　sa11ent

　　　　p01nts　of　a　chapter　or　book

　3　　Ser1ous　ana1yt1c　and　ref1ect1∀e　read1ng

　4　Deputy　read．mg　　　abstracts，reports，

　　　etC．

追体験するためには・文章を分析し・総合し卒

ければならない。したがって，上の4つのう

ち，ここで扱う読解は3にあたるものである。

語法とか文構造の解明は読解にあたっての前提

条件になるものであって，読解とイクオールの

ものではない。したがって，これらのことには

触枠ないことにす季。
　　　　　　　　　　　　　　　④
　読解の遇程は3つにわけられる。第一次過程

は，文学作品の場合においては，主題を求める

ことである。非文学作品では，主題は表現でほ
ぼ現わされているから，との過程をふまなくて

よい。第二次過程は，文学作品では，素材1構

想の分析であり，非文学作品では，「文章の構

成」の分析，すなわち，演緯型か，三段型か，

帰納型かなとを知ることである。第三次遇程はI

総合することである。文章は主題によって統一

された「有機体」　（このことぽ後述する）であ

るから，文皐申のすべてのことは，文，段落の

関係を総合しなければならない。

■われわれが読書する場合には，これら3つの

遇程をその順序に従って追ってゆくのではな

く㌧担互いにから糸合わせ年がら読み進むので

ある。’すなわち分析と総合を絶えず繰り返しな

がら読むのであ’る。

　　　　　　有機体としての文章

　文は語が何の統率もなく偶然に並んで出来て

いるもの亡はない。一定の約東に従って配列さ

一一考察

枠ているから，読者（叉は聞き手）に理解でき

るのである。文章についても同様のことが言え

る。しかし，語の場合は統語法という比較的は

っきりした客観性に富んだ約束があるのに対し

て，文の配列の場合には極めて主観的なものし

かない。文体論とか表現法とかが関係してくる

けれども，統語法に対して統文法と呼はれるよ

うなものはない。時間的順次性に従って配列す

る場合でも，2つ以上の事柄が並列して進行し

ているときは別々に書き表わさなければならな

いし，継起的な事柄が2次元的に，あるいは3

次元的に四方八方に連鎖反応を起こす場合でも

1つずつ書き並べてゆかねばならない。換言す

れば，われわれ人間が経験する事柄の多くは時

間的空間的にいろいろ複雑なつながりを持って

現われたり進展したりしてゆく立体性を持って

いるが，文章はそれを線条的に描写するのであ

る。立体的なものを線条的な手段で表わすので

あるから，おのおのの文は他の文と意味の上で

密接な関係を保持したままつながっていなけれ

ばならない。そのつながりは平面的なものだけ

ではないので，単に隣接している文相互間のつ

ながりとは限らない。むしろ，距離的に遠く離

れている文が複雑にからまり合っている場合も

多いのである。おのおのの文自体が持っている

意味以外のものが，そのつながりによって表わ

されるのであるρ

　文字は人間の発明のうち最も有用なもののう

ちの1つであることは間違いないが，文字が人

間のすべての言語活動を正確に余すところなく

表記できる完全な用具かというと，残念ながら

そうではない。極めて不完全な用具だといわね

ばならない。われわれの用いる言語は感情によ

って音戸に変化がある。かぶせ音素といわれて

いるものは，その変化を表わす1つの手段であ

るが，文字記号を用いて完全に書き表わすこと

はできない。旬読点という補助記号があるがク

③FLB111ows珊θTκ伽η㈱げLαηg〃αgθ
　1rθα6〃〃g　Chapterユ0pp2ユ2－2ユ3

④　講座　現代語　第三巻「読解と鑑賞」遍藤最基

　「読解の構造」PP．4－7
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大　　上

それは一定の制隈された範囲内で役立つもので
　⑤
あり，イタリック体という字体もある程度の補

助をするだけである。このように文字記号及び

その補助記号自体は不完全であるが，その不完

全さはCOnteXtにょって補われえのである。す

なわち文相互の結びつきを読み取ることが不完

全な文字記号を完全に理解することにつなが

る。文章は1つ1つの文が表わしている意味の

みならず，有機的な結びつきという手段で，潜

勢的な意味を数知れず含むことができる。有能

な作者は自分の思想や感情や事柄の複雑な継起

などを，線条的な文をたくみに配列し，相互に

立体的な意味関係を持たせることによって描出

してゆく。もし読者に読解カが不足しているな

ら，この有機的な関係を読み取ることができな

いから，そ巾だけ感動も少く．なる。もし読者が

充ヵな読解力を持っているなら，その文章は生

命力と活動力を持った有機体として茅その眼に

映ずるのである。この有機体を完全に分析し，

総合するのが読解の作業である。外国語である

英語の場合，文字記号を元の音声に正しく還元

する練習をすることも重要なことには違いない

のであるが，それがread1ngの目的であって

はならない。教師は，生徒が書かれたことぱを

正しくartiCu1ateできたからといって，決して

満足してはならない。読解の能カは文宇記号を

正しくart1cu1ateする能力とは別のものであ
⑥

る。Ora1readingを通して正しくarticu1ate

させる練習の上に立って，S11ent　readmgで文

章有機体の分析，総合のしかたを指導する必要

がある。

　文章は有機体であると述べたが、有機体にも

いろいろある。読解指導のための教材文は大別

すると，非文学教材と文学教材の2種類にな

る。非文学教材の主なものは説明文と呼ばれて

いるものである。説明文は事実や事柄を誤りな

く客観的に伝達しようとするものであるから，

文学教材と異なって，比較的単純な構造を持っ

た有機体であると言える。時間的継起的順次性

が明確に現われるので，読者は文から文へ，パ

ラグラフからパ、ラグラフヘと，その理解したも

のを順に積み上げてゆくのである。理論の展開

寛　　親

に注意して追ってゆけばよい。説明文は，文か

ら文ヘパラグラフからパラグラフヘと理論的

なつながりを保持しながら流れてゆくもので，

感情の交錯は含まれていない。それに対して，

文学教材は複雑な組織を持った有機体である。

文学教材で一番よく用いられるのは物語り文で

あるが，これは事実や事柄を単に客観的に伝達

することを目的としているものではない。もち

ろん，作者は現実を描写し，その印象を読者に

伝えるわけであるが，決して単なる事物の伝達

者ではない。作者は見たもの感じたものをあら

ゆる言語表現の手段を通して伝達するのであ

る。したがって，文学に描かれた現実は，実在

をそのまま写し出しているのではなく，作者の

精神活動によって変容した創造の世界にあるも

のである。そのため，事件の継起，感情の変

化，SituatiOnの流動も複雑になり，それを表

現している文相互の関係は網の目のように多岐

にわたっている。しかし，非文学教材にせよ，

文学教材にせよ，組織の差異はあっても有機体

であることにちがいはないのである。

⑤C．C．Fries：Tんθ3肋o肋㈹げEπg・Z｛3ん

　（Longmans）p282
　Bas1ca11y，then，the　marks　of　pmctuat1on
　are　graphic　deyices　which　can　operate　in　a

　11m1ted　way　as　structura1s1gna1s　m　wr1tten

　mater1a1s　wh1ch1ack　such　features　as　mto－

　nat1on，pause，and　stress　Th1s　does　not　mean

　that　punctuation　does　or　can　represent　the

　sound　features　of　1ntonat1on　or　stress　，　1t

　means　s1mp1y　that　pmctuat1on　can　prov1de

　a　deY1ce　to　supp1ement　the　features　of　form

　and　arrangement　m　some　of　those　s1tuat1ons

　for　which，in　speech，intonation　provides　the

　d1st1ngu1sh1ng　features

⑥I．Morris：丁加Aれφ丁伽肋zg・E〃g1舳
　α3早ム如伽g　L〃zgz〃g’6大塚高信注，（研究杜）

　p．103

　Adm1tted1y　a　wr1tten　text1s　m　a　sense　a

　form　of　recorded　speech　wh1ch　may　be
　aud．1b1y　or　mward．1y　reproduced　Its　u1t1mate

　purpose，howeYer，1ike　that　of　speech　itse1f，

　is　to　convey　i皿formatio二n　or　genera11y　to

　affect　the－n1nd　of　the　reader　　Prof1c1ency

　1n　read1ng，therefore，1s　not　to　be　cons1dered

　a§the　abi1ity　to　articu1ate　the　written　words

　correct1y．
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英文読解指

　　　　　読解作業の塾本となるもの

　構造化理論の出発点とも言え’るものは「転移

」　（transfer）である。これを2つに分類する

と「特殊的転移」と「非特殊的転移」になる

が，前者は技能における転移であり，後者は原
　　　　　　　⑦
理の転移である。読解指導のみならず，教科課

程全般の構造化を考える場合に申核になるのは

後者，すなわち原理の転移である。換言すれ

ば，構造化とはこの非特殊的転移をねらったも

のであると言える。更に説明を付加するならば

ある教科を教えようとする場合，1つ1つの現

象を別々のものとして教えるのではなく，その

基本になる観念，原理，法則というものを抽出
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
して，個々の現象をその基本的なものとの関連

において教えていこうとするものである。

　ブルーナーは，教科の基本的構造を教えるこ

とに関して，4つの主張をしている如，それら
　　　　　　　　　　　　　　⑨
をまとめると次のようになる。

　1．基本的なものを理解するならば，教科が

　　理解しやすくなる。

　2．人間が記憶するこまかい部分は構造化さ

　　れた全体のパターンのなかに位置づけられ

　　ないなら，急速に忘れ去られる。‘

　3．基本的な原理の理解は「訓練の転移」に

　　通ずるものである。

4．初等，申等学校で教えられる教材を，そ

　　の基本的性格の観点から不断に吟味するな

　　らば，「進んだ知識」と「初歩の知識」と

　　の間のギャップをせばめることができる。

　この4つのこと自体は非常に簡単なことのよ

うに思えるが，この申に1つの大きな問題が含

まれている。それは「基本的なもの」をどのよ

うにして決定するかということである。ブルー

ナーは構造化理論を教育課程全般について述べ

ているのであるが，ここでは，はじめにととわ

っておいたように，読解指導という点にしぼっ

て，その基本的なものを設定してみよう。

　自然科学のように比較的客観性に富んだ分野

においても基本的原理の決定には困難な問題が

ある。人文科学においては更に室難の業である

と言わねばならIない。一口に「基李的なもの」

導rの　一考察

と言っても・「広い領碑における華本もあれ

ば，せまい領域における基本もある。つまり基

本的なことがらが1つのヒエラルキーをなして

存在しており，その末端に個々のことがらが位
　　　　　　　　　　⑩
置しているのである。」せまい領域における奉

本は「基礎」（注⑧参照）といわれるものに近

づくことになる。多くのことがらに転移する可

能性があるのは広い領域における基本でなけ

ればならない。読解作業においては，文字を

reCOgn1Zeするということは末端のことがらで

あり，語いの理解，文章構造の解明（文法）な

ども比較的せまい領域における基本と考えられ

る。広い領域に転移するものは，有機体を構成

している文相互のつながりの解明である。こ

のつながりの解明が，分析と総合という遇程

をとることであり，それによってことがらや

S1tuat1Onが明確になり，展開して行く。この

ことは，とりも直さず読書の輿味の本質であ
　　　　　　　　　　　　　　　　⑪
り，読解の指導過程の申心である。

　以上のような読解指導が英語教育においては

往々にして無視される傾向にあった。英語の場

合には，国語とちがって，まず第一に低抗とな

⑦　J．。S．ブルーナー「教育の遇程」鈴木祥蔵・佐

　藤三郎訳（岩波書店）pP．21－22（以後同書に関

　してはぺ一ジのみを記すことにする。）

⑧　ここで述べる「基本的なもの」というのは，「

　基礎的なもの」と異なる。基礎的なものとは、あ

　る完成物を作るのに，すぐその上に積み上げるた
　めの土台になるもφのことであり，基本的なもの

　とは，ある完成物全体に適用できる原理や概念の

　ようなものを指す。すなわち，その完成物の多く

　の部分に転移する可能性を有するもののことであ

　る。

⑨pp．29－33
⑩　佐伯正一「教育内容1教育方法における構造化
　理論」現伐教育科学（明治図書）No・一g8．P・9
．⑪　村松友次「読み手主体の心理過程に即して」国

　語教育（明治図書）No．96p．19
　　しだいしだいにことがらが、人物が，情景がは

　っきりして行く，展開して行く，解決して行く，

　その興味が読みをすすめて行く原動力であろう。

　　それは分析し総合して行く遇程である。具体
　化，．特殊化の方向と，抽象化，一般化の方向との

　往復作用をともなった過程である。
　　読みの指導過程は，この，い読みの心理適程に即

　しつつ，それを強め，’能力化して行く遮程でなけ

　ればならない。
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大　　上

って読者の前に立ちはだかるのは，不憤れな文

字記号であり，発想法を異にする表現である。

そのため，初歩の段階ではいろいろな器具を用

いて文字記号をす早く認知する訓練をし，学年

が進むにつれて，文構造を分析して意味を理解

させるのであるが，その手段として多くの教師

はいわゆる9ra皿mar－trans1at1onmethod。を用

いる傾向にある。和訳できれば，生徒も教師も

満足し，その結果この方法から脱出できなくな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（画
り；生徒は理解を和訳に頼るようになる。しか

し，読解の遇程が前記のものであるからには，

和訳できたからといって本当に読解できたとは
　　　　⑬
限らない。むしろ読解できたと錯覚する弊害が

生じてくる。これは大きな（致命的とも言える

）弊害である。本当の意味における和訳とは，

英語の文章の表わす意味を正しく深く（有機体

を余すところなく解明して）理解した上で，そ

れを日本語で表現するという高度‘な技能であ

る。和訳一辺倒では読解の基本になるものを教

えることはできないし，生徒もそれに気づかな

いまま非能率的な非科学的な学習をすることに

なってしまう。基本的なものを，’どのような形

で，どのような方法で教えるべきであるか，と

いうことを次に考えてみよう。

　　　　　ラセン的指導
　ブルーナーは「教育の過程」の第三章「学習

のためのレティネス」の冒頭を次の仮説で始め

ている。「どの教科でも，知的性格をそのまま

にたもって，発達のどの段階のどの子どもにも
　　　　　　　　　　　　　　⑭
効果的に教えることができる。」この仮説は，

子どもはある物事を観察したりヲ学習したりす

る場合には，その発達の各段階において，それ

ぞれ特徴的な方法を持っているから，一見高度

な知的操作と思われることでも，その子どもの

発達段階に適する材料や方法で与えるならば，

効果的に理解させることができる，という意味
　　　⑮
である。「知的性格をそのままにたもって」と

いうことばは重要な意味を含んでいる。子ども

が理科の学習をする場合には，科学者が研究室

で行なう知的活動と同じ種類のものでなければ

ならないし，物語り文を読む場合には，文学研

寛　　親

究家が行なう知的活動と同じ種類のものでなけ

ればならない。I両者のちがいは種類のちがいで

はなくて，程度のちがいであるべきである。す

なわち，「知的活動は，知識の最前線であろう

と，第3学年の教室であろうと，どこにおいて
　　　　　（通
も同じもの」でなければならない。もし種類の

異なるものを何の構造的観念もなく教えるなら

ば，訓練の転移は望むべくもなく，その記憶は

急速に忘れ去られてしまうだろうし，「進んだ

知識」と「初歩の知識」との間のギャップは非

常に大きなものとなるであろう。局度な知的活

動と同種類の知的活動を、子どものそれぞれの

発達段階に適した程度で教えてゆこうとする試

みにラセン形教育課程というのがある。これ

は，前に学習したことを上級学年でもっと高い

水準で繰返すやり方である。ブルーナーはラセ

ン的な指導を教育課程全般という大きな視野の

申で述べているが，ここではこの方法を英文解

釈という下位分類の申で捕えてみよう。

　ラセン形を平面図で表わすと円になる。この

円の部分が知的活動の範囲となる。また立面図

ではジグザクを描いて上にのぼって行く。この

ジグザグの部分が知的活動の程度である。読解

を構造的に指導する場合には，平面図の円全

体，立向図の下部ジクザクから始めるべきであ

⑫LRHChapmanT伽肋昭・EフzgZ肋玄o
　助g舳鮒3pP　97－98（Longmans）　the1og1ca1
　end　of　trans1at1ng　Eng1lsh　readmg　matter

　must　be　that　pup11s　w111　never　understand

　w1thout　trans1at1on，and　w111come　to　depend
　upon　it．・

⑬．岩波講座　現代教育学7　言語と教育1皿P．105

　伊藤健三
　　解釈作業の途申で理解をためすために部分的に

　訳させることは有効であるが，全文に訳をつける

　ことをもって解釈作業にすりかえることは望まし

　くない。またつけた訳をもとにして解釈しようと

　することは∫頂序が逆で，往々にして訳はつけた
　が，何を言っているのカ三わからないということに

　なる。

⑭　P．42　参考のため原文を次に引用する。
　Any　subject　can　be　taught　effective1y　in

　some　mte11ectua11y　honest　form　to　any
　ch11d　at　any　stage　of　deve1opment

⑲　このことに関する詳細な説明はPP．42－69参照

・⑯P．18
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英文読解指導の一考察
る。そうすれば上部ソグザクヘの転移が非常に

容易になるはずである。もし円の一部，あるい

はそれとは全く異なるものを指導して，ジグザ

グの程度を上にあげようと意図するなら，大き

な抵抗となるのみならず，その意図を完全に果

すことは不可能である。

　近年，文型練習（pattem－pract且ce）が英語の

授業中の作業として広く行なわれているが，こ

れはその意図するところを考えて，上手に用い

れは運用面で非常な効果のあがるものであると

いうことに関してはすでに多くの報告がなされ
　　　⑰
ている。しかし，pattem－pract1ce一辺倒にな

って，はなはだしい場合には，これが英語教授

の主要素であり，基本（ラセン形の平面図の円

にあたるもの）であると錯覚するようなことに

なると，その弊害は訳読式教授法の場合と同じ

ように非常に大きなものとなってくる。文型

練習は言語の構造を能率的に習得し，これを

ora11yにProduceさせるためのものである

が，単純な文章なら読解にも付随的に役に立つ

ものである。しかし，文と文との間の有機的な

つながりを解明するという読解の基本的ことが

らの指導には，SituatiOnという点で不十分な

ものとなる。もちろん，文型練習は思想伝達の

SituatiOnをその背景にもって行なわれるもの
　　　　⑲
であるが，そのSituatiOnは読解のときに出く

わす流動するS1tuat1Onと異なっている。この

ことについて次に考察してみよう。

　文型練習はW．F．Twadde11の言う言語学習

の五段階　　　（1）recogn1t1on，（2）m1tatlon，

（3）repet1t1on，（4）yar1at1on，（5）se1ect1onのう

　　　　　　　　　　　　　　　　　（理
ち（4）と（5）の段階を取り扱うものである。まず，

（4）のvar1at1onでは，与えられるcueによっ

て，新しいSituatiOnが次々と現われてくる。

しかもそのSituatiOnには意味の上から見て何

の関連もない。Th1s1s　a　dog　という基本文

に対して，教師が鉛筆（実物でも絵でもよい）

を見せると，This　is　a　penci1．となり，更に

次のcueによつて，This　is　a　cat．This　is　a

11onと続いて行くのである（subst1tut1on）。ま

たqueSt1OnのCueを出して疑間文に転換さ

せたり（ConVerS1On），形容詞や副詞や旬など

の修飾語旬を付加させたり（expans1on）するの

であるが，そのようにして出来上がった文は単

に文型において関連があるというだけで，意味

の上からはそれぞれ独立したものであって何の

関係もない。したがって∀ar1at1Onでは意味の

連続していないS1tuat1Onの一駒一駒を取り扱

うだけである。次にse1ectionの場合を考えて

みよう。Se1ect1onは，あるstmu1usを想定

して，それに対応するresponseを選ぶ作業で

ある。たとえば，Iboughtth1sd1ct1onaryと

いうst1mu1usに対して，When　d1d　youbuy

1t9と応答させたり，更にそれをstmu1usに
して，I　bought　it　yesterday．と応答させるの

である。この場合，S1tuat1Onはある一定のわ

く内に設定されたものであり，いわば静止の状

態にあることになる。

　このように文型練習で扱うS1tuat1Onは日常生

活で普通に起こり得るものを設定するのであっ

ても，非連続的であるか，あるいは非流動的で

あると言える。これは文型練習それ自体の意図

が，その場その場に応じたora1productionで

あるから当然なことである。複雑にからまり合

って流動するs1tuat1onを設定してora1pro－

duct1onのdr111を行なうことは不可能なこ

とである。このように考えると，文型練習は

ラセン的読解指導の基底をなす円ではない。

⑰　反面「パクパク練習」として非難もされてい

　る。「英語の授業改造」福士俊郎など4氏著（明

　治図書）プロローグ　参照

⑬C．C．FriesandA．C．Fries：Fo肋6励o郷
∫oブ肋gZ｛51z　T伽oん｛ηg・（研究杜）PP．342－343

　We　must　never　be　sat1sf1ed　w1th　any1esson

　m　wh1ch　the　pup111s　mere1y　parrotmg
　memorized　sentences　in　forma1　exercises．

　EYen　the　simp1est　pattem－practices　shou1d

　pro∀1d－e　the　context　of　a　commumcat1on

　s1tuat1on　Pattem＿pract1ce　wh1ch1s　usua11y

　the　most　forma1of　the　exercises　has　as　its

　funct1on　the　br1dgmg　of　the　gap　between

　the　mtroduct1on　of　the　new　mater1a1and
　the　pup11＿pupl1　d．1a1ogs　wh1ch　use1t　岬

　commun1cat1on　s1tuat1ons　mcreasmg1y　more
　dev－e1oped．

⑲　現代英語教育講座2（研究杜）「フリースを申

　心とする英語教授法」山家保p．122
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大　　上

Pattem－practiceということばがあまりにも

popu1arになり過ぎ，その効果の報告もしば

しばわれわれの眼にふれるので，ともすると

pattem－practice万能という錯覚に落ちいる傾

向にある。実際に用いられる教材文もpattem－

pract1ceやPup11－Pup11d．1a1ogのようなora1

product1onのdr111の面にかたより過ぎると

不自然なものになってしまう恐れがある。なぜ

なら，実生活ではSituatiOnは絶えずお互いに

関係を持ちながら流動するものであり，言語は

その辞書的意味のみならず，杜会的文化的意味

を持っているからである。われわれの発話は，辞

書的意味と構造的意味において，ある社会で実

際にその機能を果しているときの意味全体のう

ちのほんの一部を成しているだけであり，その

杜会的文化的意味においては，ある発話の違続

体と関係して特別な反応を聞き手（あるいは読
　　　　　　　　　　　　⑳
者）に起こきせるものである。この社会的文化

的意味はPattem－pract1ceのみでは決して理解

させることはできない。このように考えてみて

も，いくら徹底した文型練習でも，それだけで

は読解指導には不十分であることがわかる。

　では，どのようにして読解の基本になるも

の，すなわち文相互の有機的なつながりの解明

を指導したらよいだろうか。この作業を教師が

行なって，それを生徒に説明するというのであ

れば簡単である。しかし，それでは効果はほと

んど望めない。「知的性格をそのままにたもっ

て」ということは，前述のように知的作業の種

類を同じものにするということであるが，この

知的作業は生徒自身が行なうものであり，また

そのように仕向けなければ意味がない。教師は

生徒が自分自身で問題を解決する方向にむかう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
態度を発達させる援助をしなければならない。

この態度は発見への態度なのである。しかもこ

の発見への態度は学習のための大きな動機づけ

となる。教師がある問題を徹底的に解明し，解

説したとすれば，生徒がまず感じることは，そ

れを憶えなけれぱならないということである。

人の行なったことの結果を単に記憶するという

ことは消極的なことであり，退屈なことであ

寛　　親

る。生徒の学習への意欲を刺激する何ものもな

い。そこには発見することによってもたらされ

る知的興奮は全くない。もっとも，未知なるも

のについての教師の説明は，ある程度生徒の興

味をひくかも知れない。しかし，それは一時的

なものでしかない。「興味の短期間の喚起は広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳義の興味の長期の確立と同じものではない。」’

基本的なものを生徒自身が発見するように促

し，それによって長期の興味を確立して，転移

をねらいながらしだいにその程度を高めてゆく

ことがラセン的指導法で最も重要なことであ

る。そのためには，発問という手段が考えられ

る。

　　　　　発聞による発見的学習

　発問をするということは，その内容によって

2つに大別できる。1つはcheck　of　mde卜

stand1ngの手段である。教室で教材のora1

intrOduCtiOnのあとで行なわれる一違の
quest1on－and。一answerや，テストに用いるも

のの多くはこれである。もう1つは生徒が気づ

いていないことに注意を向け，それに気づかせ

たり，考え方の過程を指導するためのものであ

⑳　英語教育シリーズ　2　フリーズ「アメリガ構
　造旨語学と英語教育」安井稔訳注（大修館）P68

　The1mgu1st1c　meanmgs　of　our　utterances

　＿the1ex1ca1meanmgs，and　the　structura1
　meanmgs　to　wh1ch　we　g1ve　great　attentlon

　－const1tute　on1y　part　of　the　tota1nユean1ng

　of　these　utterancesα5彦んθツ　！肋κ肌o〃　クフη6左ト

　oαZZツづηα300｛θ玄ツ．In　addition　to　the　regu1ar1y

　recurring　responses　to　the1exica1items　and

　to　the　structura1arrangement，there　are　a1so

　throughout　a1mgu1st1c　commun1ty　recurrmg
　responses　to　unique　who1e　utterances　or
　sequences　of　utterances

⑳p．Gurrey：Tωoん加9E昭Z肋α5αFoブθ｛9犯
　Lαηgz〃g3（Longnユans）p105　　1f　everyth1ng

　1s　to1d　to　a　c1ass　straヱght　off，that　w111not

　he1p　the　pup11s　to　f1nd　1nterest　1n　　the

　sub〕ect，or　to　understand1t　thorough1y＿or

　to　remember　it．Therefore，if　a　topic　has

a㌣・γa1ue・itmu？tb・w・｛k・di・t・、th…弓i1・’

　th1nklng　about1t　and　1nto　the1r　preY1ous

　know1edge　of　it　and　of　re1ated　topics　that

　they　a1ready　have　studied．

⑳P．9尋
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英文読解指導一の一考察
　．⑳
戸・前者では・ξ・叫・d・・i・・…占？・g・・が

要求されるが，後者ではそれは要求されない。
　　　　・⑳
発早的学芦に利用して効果のあるg1辛後者であ

る。なぜなら，後者で要求されるのは，発問の

線に沿って思考し，その結果答えを得るという

作業が発見的学習に必須のものであるから。こ

の種の発間をする場合に注意しなければならな

いのは次の2点である。

　（1）教師が意図した恩考過程を正しくたどら

せるものでなけれぱならない。

　そのためには趣旨のはっきりした具体的なも

のでなければならない。漢然として，つかみど

ころのない問い　　ということは裏を返せばい

くらでも思考過程があるということになる

ξまいたずらに生徒の思考を混乱させてしまう。

思考を混乱させるということは，この発問の意

図に根本的に反することになる。あまり大きな

問いを出すとしばしばこのような結果になる。

優秀な生徒は深く堀り下げた答えをするであろ一

うし，そうでない生徒は問いの一部分だけを捕

えて表面的な思考をした答えをするであろう。1

また全然答えられない場合も生じる。そうなる

と問答の大部分は教師対少数の優秀な生徒で行

なわれることになりかねないし，優秀な生徒相

互の間でも，その問いの捕え方にVar1etyがあ

って，お互いの思考を混乱させ合う結果にな

る。これではその発問は無意味であるばかりで

なく，正しい思考遇程を指導する上でマイナス

になってしまう。

　（2）生撞の発達段階に適したものでなければ

ならない。

　前述のように，ここで扱う発問は思考方向を

SuggeStするものであり，その方向にむかって

行けば答えを発見できるものでなければならな

い。したがって，問いの内容が生徒の発達段階

から考えて，あまり高度なものであれば，生徒

は教師のSuggeStiOnにもかかわらず，その思

考方向を理解することができないか，たとえで

きたとしても，申途で行きづまってしまって，

答えを発見するに至らない。．これもまた発問の

目的に根本的に反することになる。反対にあま

りにも簡単過ぎる問いを発することも，思考さ

せるという目的が達成できない。「ある特定の

教材または特定の概念を与えて，それについて

子どもにつまらない質問をしたり，あるいはつ

まらない質問をさせたりするのは容易である。

とてもできそうにない難しい質問をするのもま

た簡単である。答えられることができ，どこか

に手応えのある『媒介になる質問』をきがすの

がコツである。これこそ教師と教科書に課せら・
　　　　　　　　　　　⑳
れた大きな仕事である。」次に今まで述べて来

た読解指導の基本になる文相互の有機的なつな

がりの解明を指導するための一連の発問の例を

実際の教材について示してみよう。

　　　⑳
　教材

皿ザ3．βブoω弼：You’re　usua11y　hungry，Tom．

8〃3如：No，Mother．He’s　not　usua11y　hungry．

　　　He　s　a1ways　hungry

To刎二May　I　have　an　apP1eア．

皿ブ3．扮oωフヅYes，you　may．Take　this　big

　　　red　One．

To〃2Thank　you　（He　eats　the　apP1e）Itヲs

　　　▽ery　gOOd．

Mブ5．遍ブo舳z：Do　you　want　one，Susie　P

＆‘3κ．No　　I’m　neYer　hungry　1n　the　after＿

　　　nOOn．

To〃z：Yqu’re．sometimes　hungry　in　the

　　　afternoon．

＆肋：We11，I　don’t　want　an　app1e　now．

⑱）　P　Gurrey　は　‘‘Teachmg　Eng11sh　as　a

　FOre19nLanguage’’の申でquest1omngをStage
　One　Quest1ons，Stage　Two　Quest1ons，Stage
　Three　Questionsの3つにわけている。（Cha台ter

　lO，11，13，18及ぴApPend1x　A）

　　本叉申の前者は大体Stage　One　Questionsに
　あたるものであり，後者はStage　Two　Quest1ons

　にあたる。もっとも細部では異なっている。

　　なおGurreyのquestヱonmgについての要領
　を得た説明は，同書の翻訳て鈴木保太郎・五十嵐

　二郎訳御茶の水書房）の訳者解説参照

⑳　発見的学習については，広岡亮蔵「授業改造」

　（明治図書）PP．53－61参照

⑳P，51ディヴィドL・ぺ一ジ（イリノイ大
　学数学）のことばからの引用
⑳この教材は拙論「有機的な解釈力の指導につい
　て」　（広島大学教育学部付属申学校教育研究第12

　集）で扱ったものである。

二38一



大一上

　　（T1κJ〃z乞or　Cブoω〃E秘gZおん一Co鮒3召2）

　この教材は，Tomという少年とその姉Susie

及び母親のMrs．Brownの3人の対語文にな
っている。語学的には頻度を表わす副詞のdri11

を目的としたものであり，しかも文型も単語も

簡単なものはかりであるから，m1阯me皿と

pattem－Pract1ceでしっかりd－r111しておけば

，ほとんどの生徒はたいした低抗もなく和訳で

きるにちがいない。とは言え，教師は，生徒カミ

何とか和訳できたからといって，この教材の読

解が完全に終わったと判断してはいけない。一

見簡単と思える文章でも，個々の文の有機的な

つながりまでしっかり把握できていない場合が

多いのである。この教材でまず問題として取り

あげねばならないのは，10行目のSusieのこ

とば‘‘No　I’m－never　hungry1n　the　aftemoon’’

である。このNo．ということばは何のつなが

りもなく出て来たものではない。Susieは

Tomがよくhungry　になるので，“He’s　not

usua11y　hungry．He’s　a1ways　hungry．”と非

難したので，彼女はここでYeS．と答えるわけ

にいかないのである。したがって，10行目の文

は2行目と3行目の文と密接なつながりがある
ことになる。最後の行の‘‘We11ジ・・”はToムが

‘‘You’re　so皿et1㎜es　hungry　m　the　afternoon”

と言ったことを，やむを得ず目定している気

持ちが含まれている。すなわち，Susieが‘Tm－

ne＋er　hmgry　in　the　af仁emoon！’と言ったの

はうそであり，Tomに反撃されて返答に困っ

て受太刀にまわったのである。

　以上の内容を生徒が読み取る作業は，その知

的操作という点において，文学研究者のそれ

と，程度の差こそあれ，同種類のものである。

単なる和訳だけでは生徒にこのような知的操作

を行なわせるのに不十分である。そこで次のよ

うな一連の発問をして生徒の思考を促すように

しなければならない。

　（第1問）Tolmがおなかをすかすことにつ

いて，Mrs．BrownとSusieとでは，どちら

が強い表現をしているか。

この問いは10行目のSusieのNo．というこ

寛　　親

とばと関連しているもので、ある。このように，

いきなりボ千ントの部分に関す名問いを発する

よりは，順序をふんで思考過程をSuggeStして

ゆくほうが混乱の防止になる。

　（第2問）Mrs．BrownがSusieに“Do
youwant　one，Susie　P’二と言ったのに対して，

Susieは“No、”と答えている。もしSusieが

本当に空腹なら，果して‘‘Yes．”と答えるだろ

うか。

　生徒は第1間でSusieがTomを大げさに

非難していることを知っ；た後であるから，

Susieの心理状態を察するのに大きな困難は感

じないはずである。

　（第3問）Susieは更に，“rm　ne∀erhungry

in　the　aftemoon．”と言っているが，このこと

ぱは本当だろうか。

　この質問は次に続くTomとSusieとのや
りとりと関連して考えなければならないもので

あるから，いささかむずかしい。もし生徒が大

きな困難を感じているようなら，Susieが

“We11，…”と言っていることに注意を引くよう

にSuggeStしてやればよい。

　以上gような一連？発問によって，思考過程

をた1どれば，Pattem－practiceでこま切れの

SituatiOnにしか接していなかった生徒が，文と

文とのつながりに眼を向け，流動するS1tuat1On

を理解することができるようになるし，またこ

のような深い読み方をするものであるという習

慣をしだいに養うようになる。しかも，教師が

解説して生徒が受身の立場になるのではなく，

生徒自身が発見し，そのよろこびを味わうよう

になるのである。このような内容に関する発問

は，言語学的薮授法の影にかくれて，特に申学

校の段階では、ややもすれば忘れられる傾向に

あったものである。もちろん，語法とか文構造

などの教授を怠ってはならないが，それに加え

て以上述べてきたことを指導すべきである。

　　　　　　お　　わ　　り　に

　はじめに述べたように，教科を構造化すると

いうことは大きなしかも困難な仕事であり，未
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英文読解指
解決の問題が数多く前途に横たもっている。特

に「杜会科，人文科，言語の教授の分野におい

て1‡，さらにその（ie．自然科学）倍の努力が
　　　　　　⑳
必要である。」この仕事を完成させるためには，

全米科学アカデミーが召集したウッヅボール会

議のように，関連した多くの分野にわたる研究

が必要かも知れない。特に国語教育との関係

は，同じ言語教育という立場で密接な関連を保

ってゆかねばならない。従来このことは忘れら
　　　　　　　⑳
れがちであった。M1chae1Westは，読解力は

genera1powerであり，他の言語に転移するも・
　　　　　　　⑳
のだとしている。更に英語の速読能力と母国語

のそれとの間には，かなり高い相関関係がある
　　　　　　　　　⑳
ことを実証している。p　Gurreyも‘‘the　teach－

1ng　of　the　mother　tongue　and　the　teach1ng

・f・f・…g・1・・g・・g・・・…pP・・t・・d・・…。

eachother’’あるいは‘‘whetherthe1anguage

is　the　mother　tongue　or　a　foreign1anguage，

some　of　the＝methods　used　in　the　teaching

w111be∀erys1m11ar，and　most　of　the　prmc1p1es

und．er1y1ng　those　methods　w111be　the　same”
　　　⑳
と述べ，母国語教育との関連を強調している。

　この小論では，特に国語科との関係が深いと

思われる読解指導について，構造化理論をあて

はめながら論じたものであるが，多くの未解決

の問題が含まれている。まず第一に，読解の基

本になるものは，文と文との有機的なつながり

の解明である，という仮設を立てたが、これは

果して正しいかどうか。第二に，基本的なこと

がらから出発して，ラセン的に指導してゆくた

めの方法論はどうか。第三に，英語教育の申に

含まれる他の技能（speakmg，heamg，wr1t1ng

導の一考察

など）とのからみ合いをどのようにするか。さ

らに第四として，国語教育をはじめとする他教

科との関連をどのようにし，どのような転移を

ねらうべきか。以上のことは，どの1つを取り

あげてみても，幾多の困難な問題を含んでいる

が，今後諸研究を参考にしてゆこうと思う。最
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧’
後にブルーナーの次のことばを引用する。「安

全でないからといって，あえて過ちをおかそう

としないようでは，教師は大胆さの頼もしい模

範にはなれない。教師が不確実な仮説に危険を

かけようとしないならば，どうして生徒がそれ

をしようとするだろうか。」

⑳P．13
⑳　「言語教育学叢書」　（文化評論出版）発刊のこ

　とば（西尾実・石橋幸太郎）

　　．．教育課程の教科目編成表において，申学・高

　校・大学一般教養課程を通じて，国語科と外国語

　科とが無縁のものであるかのごとく多全く別扱い

　して人びとは豪も怪しまない。この事実は，外国

　語が申学校課程において選択課目になっているこ

　とからくる便宜的な扱いということはあるにして

　も，国語科と外国語科が同じ言語教育としてもつ

　有機的関連性について，いまだかって真剣な検討

　が加えられたことのない午とを示すものではある

　まいか。

⑳　M．West：ムω閉｛〃9玄o　Rθα∂αFoブ49〃

　ム〃zgz〃gθ　（Longmans）P　7

　Readmg　ab111ty1s　a　genera1power　It1s　not

　confmed　to　one1anguage　for1mprovement
　1n　　the　ab111ty　to　read　one　1anguage　ls

　“transferred，，，and　shows1tse1f　m　1mprov－e＿

　ment　of　the　read．mg　of　another1anguage

⑳Ibid二ChapterII
⑳p．Gurrey：乃α6肋zgE〃9Z肋α3αForθ伽1
　工α〃gz〃gθ（Longmans）p　181

⑳　p．117
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